
日弁連「バス事故はなぜ？繰り返される事故の原因と対策を考え
る」市民集会から
ゼミ生を亡くされた尾木直樹さんの言葉と市民集会の新聞記事です。

（尾木直樹さん）
バス事故の問題には、規制緩和、労働現場の実態、貧困など、日本社会のいろいろな問題が集約されている。この事故をどう受け止めるか
は、ひとりひとりの生き方の問題でもある。
法政大学では、「事故」とは呼んでいない。「事件」である。田中優子学長もそう訴えている。問題提起していくことが、大学の社会的使
命であり、私の使命である。
いつも、事故にあった学生たちの写真をカバンに入れて持ち歩いている。絶対に忘れない。
生き残った学生も最近続けて大きな手術を受けたり、バスの乗っていなかった学生も苦しみ続けており、事故は今も続いてる。

（市民集会関連記事。クリックして頂くと記事がご覧頂けます。）
◆産経新聞

◆信濃毎日新聞

◆しんぶん赤旗

◆弁護士ドットコム
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http://www.jcp.or.jp/akahata/aik16/2017-01-29/2017012901_04_1.html
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170129-00005635-bengocom-soci


弁護士　猪　股　　正

埼労連旗開き
１月１４日、埼労連（埼玉労働組合連合）の旗開きにお招きいただき、
当事務所からは、高木、伊須、鈴木の３名が参加しました。
 

伊藤稔会長や、賴髙英雄蕨市長といったお歴々が挨拶をされ、我々の目の前に立ちはだかっている社会問題、それに対して、どのように取
り組んでいくべきかなどについてお話ししてくださいました。
 

本年は、トランプ大統領に政権が移行するなど、多くの混乱が生じる年になると予想されますが、社会問題を改善し、よりよい社会を実現
するために力を合わせて闘っていこうというみなさんの力強い決意を感じました。
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弁護士　鈴木　満
 
 

 

「やさしい」社会を
幼い頃の集団予防接種で、注射器の使い回しがされていたことにより、Ｂ型肝炎にり患してしまわれた方のご相談、事件をよく受けるよう
になった。
国から給付金が受けられる、ということだけではなく、その背景で、その被害にあった方がどんな苦労をされていたか、ということを知る
ことはとても大切だ。
無症候性キャリアという方は、現在何の症状もないので、普通の方と同じように生活をしておられるが、ある日突然症状が進む可能性を感
じながら生きるのはとても重たいことだ。生命保険にも入れない（少なくとも肝臓系の病気の場合は生命保険がおりない）。

私の故郷は熊本、幼い頃、水俣病の報道に大きな衝撃を受けた。被害者でないとわからない苦しみ、差別。ようやく、国やチッソに対して
訴訟を提起しても「金目当てだろう」という心ない誹謗中傷。
そんな心ない言葉をかける側、差別する側にならないためには、被害を知る、学ぶしかない。大気汚染しかり、じん肺訴訟しかり、過労死
しかり、騒音公害訴訟しかり、残留孤児しかり、慰安婦しかり、沖縄しかり。
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暴言で票を集める人がアメリカで大統領になってしまった。
日本では、石原さんや、橋下さんが、この部類ではなかったかと思う。
そんな「本音」はご免である。思いやりのある社会、人を大切にすることが尊ばれる社会を目指していきたいと思っている。

弁護士　高木　太郎
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バス事故の現場
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献花してきました。
軽井沢駅から車で5分、碓氷バイパスをわずかに登り始めた場所。献花台が設けられ、法政大学の小さなフラッグや千羽鶴が供えられ、湯
のみ茶碗の水が凍っていました。

この事故でゼミ生を亡くされた尾木ママ(法政大学教授）は、「一番感じるのは、日本社会が命を大事にしなくなっているのではというこ
と。ハンドル一つに４０人の命が乗っているという責任感が感じられないバス会社。誰が乗っていたか満足に説明できないツアー会社。そ
れらを見逃してきた行政。競争原理で他社より一歩でも先んじようとする社会になってきている今、命を大事にする、ゆとりを持つ、とい
う原点に戻る必要があるのではないでしょうか。」と述べられていま
す。http://www.asahi.com/articles/ASJ2H63LTJ2HUTIL03V.html
そのとおりだと思います。

すべての人のいのちを重んじる社会であることを願います。

弁護士　猪　股　　正
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冬の月
最近は、本当に月が明るいですね。
夜、電気を消して、眠りにつこうとすると、毎晩、月明かりに気づき、ぼおっと空を眺めています。
高くて、小さくて、固い、冬の月です。

僕の父親の戒名(であっているのか･･･）は、高い月が父を照らす、というものです。亡くなった前の晩、月がとても明るかったからと
いう理由でつけられたそうです。(突然のことでしたので、僕には月明かりの記憶はありません。)

当初は、ずいぶんあの親父には不釣り合いな、洒落たのをつけてもらったな、くらいにしか感じていませんでしたが、それから冬の月を見
ると思い出します。

そうか、同じ月に照らされているんだなと思い、ぼんやりと、今の僕をみて親父はどう思うだろうか、と考えます。

弁護士　竹内　和正
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埼玉土建の旗びらきに参加しました
埼玉土建（埼玉土建一般労働組合）から新年の旗びらきにお招き頂き、
1月12日、当事務所から、髙木、竹内、古城、鈴木、鴨田の弁護士５名が参加させて頂きました。

様々な団体の方からご挨拶がありましたが、今年は衆議院の解散・総選挙があるかもしれず、それに備えて平和憲法を守り、労働者の待遇
改善、格差と貧困の拡がりをストップさせるための運動を多くの方と一緒に盛り上げていこうということがみなさんの共通認識になってい
ることが確認できました。

そのほか、会合では、アトラクションとして踊りや殺陣の披露、寅さんのそっくりさんの登場もあり、非常に盛り上がりました。
 
 
 
 
弁護士　鴨田　譲
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継続は力なり
年が明けました。
 

毎年、年始には何か新しいことを始めたくなるものです。
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そして、何かを心に決めるのですが・・・いつの間にか忘却の彼方へ。

でも、そんな自分に見切りをつけることなく、今年も始めました。
（なんだ、そんなこと！と言われそうなので、詳細は省きます。）

まずは、次回コラムを書くときまで、続けることが目標です。

 

弁護士　谷川　生子

 

忘年会
12月になって、忘年会でお酒を飲む機会が増えました。

これまで特に対策をせずに飲んでいましたが、少しお酒が残るか心配な時があり、最近、ウコンの入った酔い止め飲料を飲み始めました。
お酒と一緒に、お水を頼むようにもなりました。

でも、そんな対策すると、安心してさらに飲んでしまいます。
そしてお酒が残らなくなっても、飲む量が増えると、お腹に贅肉が残ります。
それも忘れてこそ、忘年会なんでしょうか。
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今年１年を無事に送ることのできた感謝の気持ちだけは忘れないように、残り後半戦の忘年会も頑張りたいと思います。

弁護士　月岡　朗

毎日届けられる贈り物
反貧困ネットワーク埼玉では、生活保護を利用して生活している方が、ちょっと一息ついてほっとできる場所、そして生活保護を利用する
人と支援をする人が交流できる場所、「つながるカフェ」を、月１回、埼玉総合法律事務所の３階で、開催しています。
１２月の次回「つながるカフェ」では、ささやかなクリスマス・ビンゴ大会が予定されています。

みなさんに、景品の提供をお願いしたところ、少しずつ、毎日、私の元に、プレゼントの袋が届けられています。
お菓子、お茶、洗剤、花粉症におすすめのティッシュ、化粧品、アロマオイル、レトルトパック、５キロのあきたこまち…………いろんな
ものが、
消費生活相談員の方、臨床心理士さん、労働組合の人、埼玉総合法律事務所の事務員の人……いろんな人から。
贈り物をお届けいただいたみなさん、本当にありがとうございます。
何にしようかとあれこれ思いめぐらし、袋に詰め込み、足を運んでいただいて、本当にありがとうございます。
信頼や共感より、無関心や不信感・不寛容が広がりつつあるような世の中で、疲れを感じることもありますが、
この贈り物に癒やされています。忙しさの中で、忘れていた「朝起きたら考える事」（ニーチェ）を思い出しました。

１２月の「つながるカフェ」クリスマス・ビンゴ大会まで、あと１週間。
楽しみです。

弁護士　猪　股　　正
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花の名は
カーネーション全般の花言葉は「無垢で深い愛」だそうですが、色ごとにそれぞれの花言葉もあり、黄色のカーネーションの花言葉は「軽
蔑」だそうです。
 

先日、私の誕生日祝いに事務局の方から写真の花束を頂きました。
とてもきれいな花ですが、残念なことに花の名前が分かりません。
 

黄色のカーネーションのような気もしますが自信はありません。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/12/IMG_3762.jpg
https://saitamasogo.jp/archives/69033


 
もしご存じの方がいましたら是非教えて頂きたいと思っています。
 

弁護士　鴨田　譲
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